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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】令和2年4月2日(2020.4.2)

【公開番号】特開2018-182028(P2018-182028A)
【公開日】平成30年11月15日(2018.11.15)
【年通号数】公開・登録公報2018-044
【出願番号】特願2017-78377(P2017-78377)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/85     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/79     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/80     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/78     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/66     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/84     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ   33/50     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/08     　　　Ｊ
   Ｃ０９Ｋ   11/85     ＣＰＷ　
   Ｃ０９Ｋ   11/79     ＣＰＲ　
   Ｃ０９Ｋ   11/80     ＣＰＭ　
   Ｃ０９Ｋ   11/78     ＣＰＢ　
   Ｃ０９Ｋ   11/66     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/84     ＣＰＣ　

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月18日(2020.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４１０ｎｍ以上４４０ｎｍ以下の範囲に発光ピーク波長を有する発光素子と、蛍光部材
とを備え、
　前記蛍光部材は、
　発光ピーク波長を４３０ｎｍ以上５００ｎｍ以下の範囲に有する第一蛍光体と、
　発光ピーク波長を５００ｎｍ以上６００ｎｍ以下の範囲に有する第二蛍光体と、
　発光ピーク波長を６１０ｎｍ以上６５０ｎｍ以下の範囲に有する第三蛍光体と、
　発光ピーク波長を４４０ｎｍ以上５５０ｎｍ以下の範囲に有する第四蛍光体、及び発光
ピーク波長を６５０ｎｍ以上６７０ｎｍ以下の範囲に有する第五蛍光体の少なくとも一方
と、
を含み、
　前記第一蛍光体は、
　　（１Ａ）Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ及びＢａからなる群から選択される少なくとも１つとＦ、
Ｃｌ及びＢｒからなる群から選択される少なくとも１つとを組成に有しＥｕで賦活される
アルカリ土類リン酸塩並びに
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　　（１Ｂ）Ｃａ、Ｓｒ及びＢａからなる群から選択される少なくとも１つとＭｇとを組
成に有しＥｕで賦活されるケイ酸塩
からなる群から選択される少なくとも１種を含み、
　前記第二蛍光体は、
　　（２Ａ）Ｃｅで賦活される希土類アルミン酸塩、
　　（２Ｂ）Ｃｅで賦活されるランタンシリコンナイトライド、
　　（２Ｃ）Ｃｅで賦活されるスカンジウム含有酸化物及び
　　（２Ｄ）Ｃｅで賦活されるスカンジウム珪酸塩
からなる群から選択される少なくとも１種を含み、
　前記第三蛍光体は、
　　（３Ａ）Ｓｒ及びＣａからなる群から選択される少なくとも１つとＡｌとを組成に有
しＥｕで賦活されるシリコンナイトライド並びに
　　（３Ｂ）Ｅｕで賦活されるアルカリ土類シリコンナイトライド
からなる群から選択される少なくとも１種を含み、
　前記第四蛍光体は、
　　（４Ａ）Ｃａ、Ｓｒ及びＢａからなる群から選択される少なくとも１つとＭｇとＦ、
Ｃｌ及びＢｒからなる群から選択される少なくとも１つとを組成に有しＥｕで賦活される
ケイ酸塩、
　　（４Ｂ）Ｃａ、Ｓｒ及びＢａからなる群から選択される少なくとも１つを組成に有し
Ｅｕで賦活されるケイ酸塩並びに
　　（４Ｃ）Ｃａ、Ｓｒ及びＢａからなる群から選択される少なくとも１つを組成に有し
Ｅｕで賦活されるチオガレート
からなる群から選択される少なくとも１種を含み、
　前記第五蛍光体は、
　　（５Ａ）Ｍｎで賦活されるフルオロジャーマネート、
　　（５Ｂ）Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ及びＢａからなる群から選択される少なくとも１つとＬｉ
、Ｎａ及びＫからなる群から選択される少なくとも１つとＡｌとを組成に有しＥｕで賦活
されるアルカリナイトライド並びに
　　（５Ｃ）Ｃａ、Ｓｒ及びＢａからなる群から選択される少なくとも１つを組成に有し
Ｅｕで賦活される硫化物
からなる群から選択される少なくとも１種を含み、
　発光スペクトルが、４３０ｎｍ以上４８０ｎｍ未満の第一領域と、４８０ｎｍ以上５０
０ｎｍ以下の第二領域と、５８０ｎｍ以上６００ｎｍ未満の第三領域と、６００ｎｍ以上
６５０ｎｍ未満の第四領域と、６５０ｎｍ以上６７０ｎｍ以下の第五領域とに、それぞれ
極大発光を有し、
　前記発光素子の極大発光強度で、前記第一領域における極大発光強度を割った値を、さ
らに前記第三領域における極大発光強度で割った値が０．４以上２以下である発光スペク
トルを有する、発光装置。
【請求項２】
　前記発光素子の極大発光強度で前記第一領域における極大発光強度を割った値を、さら
に前記第三領域における極大発光強度で割った値が０．５以上１．５以下である発光スペ
クトルを有する、請求項１に記載の発光装置。
【請求項３】
　前記第一領域における極大発光強度を、前記第一領域における基準光源のスペクトル強
度の最大値で割った値が、０．６以上１．４以下である発光スペクトルを有する、請求項
１又は２に記載の発光装置。
【請求項４】
　前記第二領域における極大発光強度を、前記第二領域における基準光源のスペクトル強
度の最大値で割った値が、０．６以上１．２以下であり、
　前記第四領域における極大発光強度を、前記第四領域における基準光源のスペクトル強
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度の最大値で割った値が、０．９以上１．１２以下である発光スペクトルを有する、請求
項１から３のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項５】
　前記第三領域における最大発光強度を、前記第三領域における基準光源のスペクトル強
度の最大値で割った値が、０．８以上１．２以下であり、
　前記第五領域における最大発光強度を、前記第五領域における基準光源のスペクトル強
度の最大値で割った値が、０．７以上１．１以下である発光スペクトルを有する、請求項
１から４のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項６】
　前記第一蛍光体が、下記式（１ａ）で示される組成を有するアルカリ土類リン酸塩及び
下記式（１ｂ）で示される組成を有するケイ酸塩の少なくとも一方を含む、請求項１から
５のいずれか１項に記載の発光装置。
　　（Ｍｇ，Ｃａ，Ｓｒ，Ｂａ）１０（ＰＯ４）６（Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ）２：Ｅｕ　（１ａ
）
　　（Ｃａ，Ｓｒ，Ｂａ）３ＭｇＳｉ２Ｏ８Ｅｕ　　（１ｂ）
【請求項７】
　前記第二蛍光体が、下記式（２ａ）で示される組成を有する希土類アルミン酸塩、下記
式（２ｂ）で示される組成を有するランタンシリコンナイトライド、下記式（２ｃ）で示
される組成を有するスカンジウム含有酸化物及び下記式（２ｄ）で示される組成を有する
スカンジウム珪酸塩の少なくとも１種を含む、請求項１から６のいずれか１項に記載の発
光装置。
　　（Ｙ，Ｇｄ，Ｔｂ，Ｌｕ）３（Ａｌ，Ｇａ）５Ｏ１２：Ｃｅ　　（２ａ）
　　（Ｌａ，Ｙ，Ｇｄ）３Ｓｉ６Ｎ１１：Ｃｅ　　（２ｂ）
　　（Ｃａ,Ｓｒ）Ｓｃ２Ｏ４：Ｃｅ　　（２ｃ）
　　（Ｃａ，Ｓｒ）３（Ｓｃ，Ｍｇ）２Ｓｉ３Ｏ１２：Ｃｅ　　（２ｄ）
【請求項８】
　前記第三蛍光体が、下記式（３ａ）で示される組成を有するシリコンナイトライド及び
下記式（３ｂ）で示される組成を有するアルカリ土類シリコンナイトライドの少なくとも
１種を含む、請求項１から７のいずれか１項に記載の発光装置。
　　（Ｃａ，Ｓｒ）ＡｌＳｉＮ３：Ｅｕ　　（３ａ）
　　（Ｃａ，Ｓｒ，Ｂａ）２Ｓｉ５Ｎ８：Ｅｕ　　（３ｂ）
【請求項９】
　前記第四蛍光体が、下記式（４ａ）で示される組成を有するケイ酸塩、下記式（４ｂ）
で示される組成を有するケイ酸塩及び下記式（４ｃ）で示される組成を有するアルカリ土
類チオガレートの少なくとも１種を含む、請求項１から８のいずれか１項に記載の発光装
置。
　　（Ｃａ，Ｓｒ，Ｂａ）８ＭｇＳｉ４Ｏ１６（Ｆ，Ｃｌ，Ｂｒ）２：Ｅｕ　　（４ａ）
　　（Ｃａ，Ｓｒ，Ｂａ）２ＳｉＯ４：Ｅｕ　　（４ｂ）
　　（Ｃａ，Ｓｒ，Ｂａ）Ｇａ２Ｓ４：Ｅｕ　　（４ｃ）
【請求項１０】
　前記第五蛍光体が、下記式（５ａ）または下記式（５ａ’）で示される組成を有するフ
ルオロジャーマネート、下記式（５ｂ）で示される組成を有するアルカリナイトライド及
び下記式（５ｃ）で示される組成を有する硫化物の少なくとも１種を含む、請求項１から
９のいずれか１項に記載の発光装置。
　　（ｘ－ｓ）ＭｇＯ・（ｓ／２）Ｓｃ２Ｏ３・ｙＭｇＦ２・ｕＣａＦ２・（１－ｔ）Ｇ
ｅＯ２・（ｔ／２）Ｍｔ

２Ｏ３：ｚＭｎ　　（５ａ）
（式中、ＭｔはＡｌ、Ｇａ及Ｉｎからなる群から選択される少なくとも１種であり、ｘ、
ｙ、ｚ、ｓ、ｔ及びｕはそれぞれ、２≦ｘ≦４、０＜ｙ＜１．５、０＜ｚ＜０．０５、０
≦ｓ＜０．５、０＜ｔ＜０．５、及び０≦ｕ＜１．５を満たす。）
　　３．５ＭｇＯ・０．５ＭｇＦ２・ＧｅＯ２：Ｍｎ　　（５ａ’）
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　　　Ｍａ
ｘＭｂ

ｙＡｌ３Ｎｚ：Ｅｕ　　（５ｂ）
（式中、Ｍａは、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ及びＢａからなる群から選択される少なくとも１種で
あり、Ｍｂは、Ｌｉ、Ｎａ及びＫからなる群から選択される少なくとも１種であり、ｘ、
ｙ及びｚはそれぞれ、０．５≦ｘ≦１．５、０．５≦ｙ≦１．２及び３．５≦ｚ≦４．５
を満たす。）
　　（Ｃａ，Ｓｒ，Ｂａ）Ｓ：Ｅｕ　　（５ｃ）　
【請求項１１】
　前記第五蛍光体は、前記式（５ａ）もしくは下記式（５ａ’）で示される組成を有し、
発光スペクトルにおける半値幅が４５ｎｍ以下であるか、または前記式（５ｂ）で示され
る組成を有し、発光スペクトルにおける半値幅が４０ｎｍ以上６５ｎｍ以下である請求項
１０に記載の発光装置。
【請求項１２】
　前記第一蛍光体は、発光スペクトルにおける半値幅が２９ｎｍ以上４９ｎｍ以下である
請求項１から１１のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１３】
　前記第一蛍光体の総蛍光体量に対する含有率が、２０質量％以上９０質量％以下である
請求項１から１２のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１４】
　前記第二蛍光体は、発光スペクトルにおける半値幅が９５ｎｍ以上１１５ｎｍ以下であ
る請求項１から１３のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１５】
　前記第二蛍光体の総蛍光体量に対する含有率が、５質量％以上６０質量％以下である請
求項１から１４のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１６】
　前記第三蛍光体は、発光スペクトルにおける半値幅が８０ｎｍ以上１００ｎｍ以下であ
る請求項１から１５のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１７】
　前記第三蛍光体の総蛍光体量に対する含有率が、０．５質量％以上６質量％以下である
請求項１から１６のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１８】
　前記蛍光部材は前記第四蛍光体を含み、前記第四蛍光体の発光スペクトルにおける半値
幅が５０ｎｍ以上７５ｎｍ以下である請求項１から１７のいずれか１項に記載の発光装置
。
【請求項１９】
　前記蛍光部材は前記第四蛍光体を含み、前記第四蛍光体の総蛍光体量に対する含有率が
、０．５質量％以上８質量％以下である請求項１から１８のいずれか１項に記載の発光装
置。
【請求項２０】
　前記蛍光部材は前記第五蛍光体を含み、前記第五蛍光体の総蛍光体量に対する含有率が
、０．１質量％以上３０質量％以下である請求項１から１９のいずれか１項に記載の発光
装置。
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